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ブランド産品の産地より

 協会紹介コーナー

生産者インタビュー
（京丹後市）

　京丹後市での果樹栽培の歴史は古く、明治時代に「長十郎」という

梨が導入されたのが始まりとされています。大正２年に品質の良い

「二十世紀」が導入されたのですが、「黒斑病」という病気に悩まされ

栽培面積が伸びませんでした。その後、防除技術の進歩により

昭和５年頃から栽培面積が増加し、現在では地域の特産物に発展しました。

今回ご紹介する「京たんご梨」は、京都こだわり農法で栽培された

二十世紀系の改良品種で、平成１１年度にブランド認証されました。

今回は JA 京都京たんご梨生産協議会の畑中協議会長にお話を伺いました。
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11 月の
 出荷

通年出荷

★京こかぶ
★えびいも
★丹波くり
★紫ずきん

★堀川ごぼう
★やまのいも
★聖護院かぶ
★聖護院だいこん

★京みず菜
★京壬生菜
★九条ねぎ
★京丹波大黒本しめじ

10 月の
 出荷
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　9 月 26 日に京たんご梨の産地見学会を実施しました。

今回は、 旬の京野菜提供店や野菜ソムリエの方々など、

特に 「食」 にかかわる皆様に参加いただきました。

「京 vege アンバサダー (※)」 による生産者への

インタビュー、 京たんご梨の圃場 ・選果場の

見学や収穫体験等を行いました。 産地見学会の

様子は当協会の YouTube よりご覧いただけます。
（※）京のブランド産品を若者の視点から PR する大学生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

 

YouTube QR コード



JA 京都久美浜支店

中嶋 光さん

畑中さんは祖父の代から続く
梨農園の３代目。
今年の４月から本格的に継ぎ、
協議会長として活動されています。

INTERVIEW

生産者インタビュー

in 京丹後市網野町・久美浜町

ＪＡ京都京たんご梨生産協議会

 

　畑中 孝昭さん

栽培で大変なことは？ 京たんご梨の生産のやりがいは？

　栽培で大変なことは、日々の栽培管理から
　収穫までをすべて手作業で行うことです。
　１年を通して地道な作業が必要となります。
　美味しい梨はカラスなど野生動物の大好物。
　天敵から実を守るため、四方八方に
　防護ネットを張り巡らせています。
　また、病気や害虫の発生を抑えるため
　梨一つ一つ丁寧に袋かけをしています。

こだわりを教えてください？

　１本の樹にぶら下げる梨を制限して
　大きく甘みのある梨を栽培します。
　まだ実が小さいうちに選りすぐりの
　梨を５００玉ほど残します。
　京たんご梨の甘みの秘訣です。
　

ズバリ！京たんご梨の良さはなんですか？

　京たんご梨は時期によって味が変化します。
　酸味と歯ごたえのある梨が好きな方は９月上旬の
　青みがかった梨がおすすめ。柔らかくて甘みの
　ある梨が好きな方は９月下旬の黄色みがかった
　梨がおすすめです。ぜひお楽しみください。

ひとくちメモ 京たんご梨選果場のようす
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京丹後市網野町・久美浜町では、梨、スイカ、メロン、ぶどうなど

の果物栽培が盛んです。京たんご梨は、京都こだわり農法の栽培方

法に沿って栽培され、また、選果場では内部品質センサーで中の品

質管理を行い、糖度については 11.5 度以上 L サイズ以上で外観の

美しい特に選りすぐった「二十世紀梨」だけをブランド産品として

出荷しています。京たんご梨を今後ともよろしくお願いいたします。

１つ１つ丁寧に

袋かけをします

生産者が収穫した梨が　
選果場に集まります。

京たんご梨を袋から
丁寧にはがしていきます。

出荷準備万端の
京たんご梨の完成！

協会情報は次のページ 

丹精込めて作った梨を「おいしい」
と言って食べてもらえることが何より
一番のやりがいです。
今は輸出用の梨にも力を入れております。
主に台湾と香港に出荷をしています。
大きいものが大変好まれていますので、
できるだけ大きくて美しい梨を作れるよ
うに頑張っています。

内部品質センサーで
選別します。

協議会長

 


